
令和8年度 茨城県看護協会 教育計画（⽉別⼀覧）

【12月】

NO. 研修名
日時

（VOD配信期間）
研修
方法

対象・主な内容 レベル 受講料

資料代
1, 000円

2, 200円

会員：3,300円
非会員：5,500円

会員：3,300円
非会員：5,500円

会員：3,300円
非会員：5,500円

申込
締切

807

135

136

126

806

能力

-

-

臨床実践

12/3

12/8

12/10

12/2
（12/23～5/23）

12/1
13：00～15：30 集合

集合

集合

集合

集合
VOD Ⅰ～Ⅳ

Ⅰ～Ⅳ

Ⅱ～Ⅳ

11/1

11/2

11/7

11/9

10/31

セカンドキャリア支援研修
～私の人生をデザインする～
【県委託】

臨床で取り組む看護研究
～看護研究計画書の作成を学ぼう〜

看護補助者質の向上研修
（会場：水戸市医師会看護専門学校）

看護師をまもる法の話
～知っていると現場で役立つ法の知識〜

現場に活かせる共同意思決定と
可能力へのアプローチ
～その人らしさをまもるアプローチとケアを学ぶ〜

調整中

菅谷　智一
筑波大学医学医療系
精神保健看護学　准教授

森島　一成
水戸赤十字病院
老人看護専⾨看護師

稲葉　一人
いなば法律事務所　弁護⼠

山口　幸恵
常磐大学看護学部　看護学科

専任講師

備考欄

須賀　由美子

企業研修講師・キャリアコンサ
ルタント

【対象】概ね45～70歳の看護職
【内容】定年退職や早期退職後も経験や知識を活かしたライフス
タイルの構築を目的とした内容を実施

【対象】保・助・看・准
【内容】看護における擁護、SDM、ケイパビリティアプロー
チ、倫理的課題 /認知症や意思表明の困難な対象へのアプローチ
/認知症や精神障害者への意思決定に関わる看護職の役割と必要
なスキル /高齢者の意思決定における課題や倫理的配慮、家族支
援 /高齢者の治療選択における意思決定支援 /高齢者の潜在能力
と可能性を引き出す看護

【対象】保・助・看・准

【内容】医療対話推進・臨床倫理・情報倫理/刑事事件民事事件
の動向/過失対策と説明義務　/医療者の「患者リスク評価」に応
じた検討/チーム医療としての説明と記録について

【対象】保・助・看（看護研究に取り組み始めて課

題を持っている者）※パソコン持参

【対象】200床以下の病院等で就労中の看護補助者
【内容】認知症の方の対応/身体の清潔・排泄
※詳細はマナブルをご確認ください

専門的・倫

理的・ 法的
な実践

専門性の

開発

Renewal

VODセット

ジェネラリスト

【内容】臨床における看護研究の意義、研究課題の明確化 /研究
計画書の意義、研究計画書に必要な事項、倫理的配慮 /データ分
析法の種類、代表的なデータ収集方法・分析方法 /研究発表の種
類、プレゼンテーション資料作成時の留意点


